
● 11月定例会議報告
● 常任委員会報告
● 地域の皆様と!
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2022年もあとわずかとなりました。コロナ第
8波の感染拡大やインフルエンザなど他の感
染症との同時流行も危惧される中、判断は
別れるところですが、様々工夫をこらしながら、
イベントなども開催されるようになってきまし
た。withコロナ時代に向けて、まだまだ課
題は多いですが、誰もが安心して日常生活
を送れるように、引き続き頑張ります!!
皆様も健康に留意されて、どうぞいいお年を
お迎えください。

祝辞を述べさせて頂いた市政功労表彰式にて、
山田亘宏元市長、宮本和宏市長と守山市政につ
いて様々意見交換させていただきました。1970
年の市政施行以来、5代に渡って守山の発展に
尽力くださった歴代市長に感謝です。宮本市長は
今期で引退を表明されていますが、しっかりとこの
流れが受け継がれることを期待します!

重
要
犯
罪
で
あ
る
強
制
性
交
・
強
制
わ
い

せ
つ
の
都
道
府
県
別
の
認
知
件
数
を
平
成

22
年
〜
平
成
26
年
ま
で
の
5
年
間
の
平
均

値
を
と
り
、
人
口

1
万
人
当
た
り
の

認
知
件
数
で
比
較

し
た
デ
ー
タ
で
見

る
と
、
滋
賀
は
多

い
方
か
ら
9
番
目

で
、
大
阪
、
京
都
、

兵
庫
と
近
畿
圏
が

押
し
並
べ
て
多
い

こ
と
が
読
み
取
れ

ま
す
。
ま
た
、
平

成
26
年
の
同
様
の
デ
ー
タ
で
は
、
滋
賀
県
は
5
番
目

と
、
や
は
り
多
い
状
況
が
わ
か
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

実
際
に
発
生
が
多
い
と
も
取
れ
ま
す
が
、
性
的
被
害

を
受
け
た
場
合
警
察
等
に
申
告
し
た
率
は
犯
罪
白
書

に
よ
る
と
9・7
%
か
ら
18・5
%
に
と
ど
ま
っ
て
お

り
、
つ
ま
り
8
割
以
上
の
方
は
声
も
上
げ
ら
れ
て
い

な
い
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、近
畿
圏
、特
に
滋
賀
県
は
、

お
う
み
犯
罪
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
が
中
心
と
な
り
、

相
談
・
支
援
体
制
の
強
化
に
努
め
て
き
た
の
で
、
声

を
上
げ
や
す
い
環
境
が
あ
る
と
も
言
え
ま
す
。
性
犯

罪
は
そ
の
特
性
上
な
か
な
か
公
に
な
ら
ず
、
見
え
に

く
い
犯
罪
で
す
が
、
実
は
滋
賀
県
で
も
こ
れ
だ
け
身

近
に
起
こ
っ
て
い
て
、
決
し
て
他
人
事
で
は
な
い
、

と
い
う
こ
と
か
ら
、
そ
の
対
策
を
訴
え
ま
し
た
。

●
ま
ず
、
滋
賀
の
性
犯
罪
の
状
況
を
確
認
し
た
い
。

警
察
本
部
長
▼
強
制
性
交
等
は
、
令
和
2
年
に
15
件
で
、

令
和
3
年
に
は
25
件
、
令
和
4
年
10
月
末
現
在
で
は

21
件
と
な
っ
て
い
る
。
強
制
わ
い
せ
つ
は
、
令
和
2

年
に
44
件
で
、
令
和
3
年
に
は
58
件
、
令
和
4
年
10

月
末
現
在
で
は
57
件
と
な
っ
て
お
り
、
令
和
2
年
以

降
増
加
傾
向
で
あ
る
。

令
和
3
年
の
強
制
性
交
・
強
制
わ
い
せ
つ

の
都
道
府
県
別
の
人
口
1
万
人
あ
た
り
の

認
知
件
数
は
、
滋
賀
県
は
全
国
5
位
、
凶

悪
犯
罪
と
位
置
付
け
ら
れ
る
強
制
性
交
の
み
を
見
る

と
、
全
国
一
高
く
な
っ
て
お
り
、
滋
賀
県
と
し
て
危

機
感
を
持
っ
て
取
り
組
む
べ
き
と
い
う
こ
と
を
、
重

ね
て
訴
え
ま
し
た
。

●
未
成
年
者
及
び
小
学
生
以
下
が
、
強
制
性
交
等
、
強

制
わ
い
せ
つ
の
被
害
に
あ
っ
た
件
数
は
？

警
察
本
部
長
▼
令
和
3
年
は
42
件
、
令
和
4
年
10
月
末

現
在
で
は
43
件
と
な
っ
て
お
り
、
う
ち
、
小
学
生
以

下
の
被
害
件
数
は
、
令
和
3
年
は
7
件
、
令
和
4
年

10
月
末
現
在
で
は
7
件
と
な
っ
て
い
る
。

●
増
え
続
け
多
様
化
す
る
相
談
や
業
務
に
対
し
て
、
警

察
部
内
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
1
名
で
は
あ
ま
り
に
少
な

い
の
で
は
な
い
か
。

警
察
本
部
長
▼
こ
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
は
、
当
初
は
年

間
数
件
程
度
で
あ
っ
た
も
の
が
、
令
和
3
年
は
百
数

十
件
と
増
加
し
て
お
り
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
1
名
に
か

か
る
業
務
量
が
増
大
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
体
制
の

充
実
を
は
か
る
よ
う
に
進
め
て
い
く
。

●
犯
罪
被
害
者
支
援
は
特
殊
な
分
野
。
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
相
談
役
が
必
要
で
は
な
い
か
。

警
察
本
部
長
▼
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
は
そ
の
任
務
上
、
犯
罪

に
遭
わ
れ
た
被
害
者
等
と
接
し
、
感
情
表
出
に
直
面

す
る
こ
と
で
極
め
て
強
い
ス
ト
レ
ス
を
受
け
、
心
身

に
不
調
を
き
た
す
お
そ
れ
も
あ
る
。
こ
う
し
た
点
を

踏
ま
え
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
自
身
が
、
平
素
よ
り
、
精

神
医
学
や
臨
床
心
理
学
等
に
関
す
る
高
度
な
知
識
と

技
術
を
有
す
る
部
外
の
専
門
家
か
ら
適
切
な
助
言
・

指
導
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
体
制
の
整
備
を
進

め
て
い
る
。

●
小
学
生
以
下
の
被
害
も
毎
年
発
生
し
て
お
り
、
被
害

の
低
年
齢
化
が
進
ん
で
い
る
。
小
さ
な
子
供
が
被
害

に
あ
っ
た
場
合
、
長
期
に
わ
た
る
支
援
な
ど
、
大
人

と
は
違
う
対
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

警
察
本
部
長
▼
幼
児
や
児
童
が
犯
罪
被
害
に
あ
っ
た
場

合
、「
性
暴
力
被
害
者
総
合
ケ
ア
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
び
わ

湖
」、「
お
う
み
犯
罪
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
」
と
緊

密
に
連
携
し
、
子
ど
も
の
特
性
に
も
配
意
し
、
必
要

に
応
じ
て
保
護
者
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
も
並
行
し
て

行
う
な
ど
、
子
供
や
保
護
者
に
寄
り
添
っ
た
支
援
を

継
続
的
に
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
中
学
生
以
下
の
被

害
者
が
必
要
に
応
じ
迅
速
に
精
神
科
で
の
適
切
な
医

療
の
提
供
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
当
県

の
医
師
会
や
病
院
協
会
の
協
力
を
得
て
、「
医
療
機
関

リ
ス
ト
」
を
作
成
し
、
医
療
機
関
へ
の
円
滑
な
引
継

や
長
期
に
わ
た
る
適
切
な
支
援
を
受
け
ら
れ
る
体
制

を
整
備
し
て
い
る
。

●
最
近
は
男
性
が
被
害
者
と
な
る
ケ
ー
ス
も
増
え
て
き

て
お
り
、県
内
で
も
実
際
に
報
告
さ
れ
て
い
る
と
聞
く
。

女
性
と
は
ま
た
違
っ
た
配
慮
も
必
要
に
な
っ
て
く
る

か
と
思
う
が
、
男
性
が
被
害
者
の
場
合
の
支
援
体
制

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

警
察
本
部
長
▼
被
害
者
が
希
望
す
る
男
性
若
し
く
は
女

性
の
捜
査
員
を
聴
取
に
あ
て
る
な
ど
、
そ
の
心
情
に

配
意
し
た
対
応
を
行
い
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
要
望

し
た
場
合
も
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
性
別
を
選
べ
る
よ

う
に
す
る
な
ど
、
被
害
者
に
寄
り
添
っ
た
対
応
を
講

じ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

●
盗
撮
や
痴
漢
は
、
再
犯
率
が
大
変
高
く
、
病
理
性
が

あ
る
と
さ
れ
る
。次
の
被
害
者
を
出
さ
な
い
た
め
に
も
、

病
理
性
の
あ
る
加
害
行
動
へ
の
抑
制
策
が
必
要
で
は

な
い
か
。

警
察
本
部
長
▼
指
摘
の
よ
う
な
観
点
か
ら
も
、
関
係
機

関
・
団
体
等
が
連
携
し
て
再
犯
防
止
の
取
組
を
推
進

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
子
ど
も
を
対
象

と
す
る
暴
力
的
性
犯
罪
を
し
た
者
に
対
す
る
再
犯
防

止
に
向
け
た
措
置
等
を
講
じ
て
い
る
。

●
平
成
27
年
犯
罪
白
書
の
特
別
調
査
で
、
服
役
中
に
性

犯
罪
再
犯
防
止
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受
講
し
た
場
合
と
非

受
講
の
場
合
の
比
較
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
5
年
後

の
性
犯
罪
再
犯
率
が
非
受
講
の
満
期
釈
放
者
で

25・5
%
、
受
講
し
た
仮
釈
放
者
で
5・6
%
と
大
き

な
開
き
が
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
是
非
と

も
今
後
さ
ら
に
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。
滋
賀
県
再

犯
防
止
推
進
計
画
に
記
載
さ
れ
て
い
る
「
性
犯
罪
者

等
満
期
出
所
後
の
新
た
な
支
援
制
度
」
の
検
討
状
況

に
つ
い
て
伺
う
。（
裏
面
に
続
く
）

滋
賀
県
議
会
議
員

チ
ー
ム
し
が
県
議
団

都道府県別性犯罪認知件数（平均値）

警察庁犯罪統計資料2014より

11
月
定
例
会
義
一
般
質
問11月29日～12月21

日開催。物価高対策な
どの補正予算等が可
決されました。
録画はこちらから▶
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健
康
医
療
福
祉
部
長
▼
現
在
国
に
お
い
て
、
地
域
で
活
用
可

能
な
再
犯
防
止
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
を
含
め
た
性
犯
罪
者

等
に
対
す
る
専
門
的
処
遇
に
つ
い
て
の
検
討
が
進
め
ら
れ

て
お
り
、
国
や
他
府
県
の
動
向
も
把
握
し
な
が
ら
、
来
年

度
に
予
定
し
て
い
る
県
再
犯
防
止
推
進
計
画
の
改
定
の
中

で
、
性
犯
罪
者
も
含
め
た
再
犯
防
止
に
つ
い
て
、
支
援
の

あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
。

●
性
犯
罪
ワ
ー
ス
ト
2
位

が
続
い
て
い
た
福
岡
県

で
は
、「
性
暴
力
加
害

者
相
談
窓
口
」を
設
け
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

も
広
く
周
知
し
、
面
談

や
再
犯
防
止
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
行
な
い
、
ま
た
、「
見
守
り
猫

母
ち
ゃ
ん
」
と
題
し
て
、
実
際
に
あ
っ
た
事
案
を
も
と
に

し
た
、
漫
画
や
動
画
を
公
開
し
、「
み
ま
も
っ
ち
」
と
い
う

防
犯
ア
プ
リ
の
普
及
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
成
果
を
上
げ

て
い
る
。
参
考
に
し
て
は
ど
う
か
。

健
康
医
療
福
祉
部
長
▼
引
き
続
き
、
他
の
自
治
体
の
事
例
も

参
考
に
し
若
い
世
代
に
効
果
の
あ
る
周
知
啓
発
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

●
性
犯
罪
被
害
者
支
援
や
、
発
生
抑
止
広
報
に
つ
い
て
、
も
っ

と
広
域
で
連
携
し
て
取
り
組
む
べ
き
で
は
。

知
事
▼
指
摘
い
た
だ
い
た
よ
う
に
、
現
下
の
性
犯
罪
被
害
の

状
況
を
踏
ま
え
ま
す
と
、
広
域
で
連
携
し
た
犯
罪
抑
止
に

向
け
た
取
組
と
い
う
の
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、

令
和
4
年
度
は
、
近
畿
2
府
4
県
警
察
と
企
業
が
共
同
で

痴
漢
・
盗
撮
等
抑
止
啓
発
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
、
駅
や
商

業
施
設
に
掲
示
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
近
年
S
N
S
に

よ
り
、
面
識
の
な
い
人
と
の
出
会
い
が
全
国
に
広
が
っ
て

お
り
、
性
犯
罪
被
害
者
支
援
に
つ
い
て
も
、
広
域
的
な
取

組
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。
県
と
し
て
も
、
様
々
な
場

も
活
用
し
な
が
ら
、
よ
り
広
域
的
に
連
携
し
た
対
応
が
と

れ
る
よ
う
検
討
し
て
い
き
た
い
。

先
ほ
ど
も
紹
介
し
ま
し
た
が
、
再
犯
防
止
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
有
効
と
わ
か
っ
て
い
て
も
、
認
知
件
数
が

少
な
い
と
、
施
策
が
進
み
に
く
い
と
い
う
の
も
現
実
で
す
。

県
警
の
電
光
掲
示
板
で
も
流
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
よ
う

に
、「
誰
に
で
も
起
こ
り
う
る
こ
と
」
と
い
う
理
解
が
進
み
、

今
、
声
を
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
、
80
%
以
上
の
方
が
、
安

心
し
て
、
当
然
の
こ
と
と
し
て
訴
え
る
こ
と
が
で
き
る
環

境
づ
く
り
が
進
む
こ
と
を
切
に
願
い
ま
す
。

県外調査では、「不登校特例校」「部活の地域移行」「美術館」「第一種陸上競技場」について宮城県と福島県を訪れ学ばせていただきました。東北初の不登校
特例校「富谷市立富谷中学校西成田教室」では、富谷市教育長から設立にあたっての人材集めに奮闘された経緯をうかがいました。「うまくいくかどうかは、
とにかく「人」です！」とのメッセージに、本年度当委員会の重点審議事項とした「教育人材の確保と育成」、さらに進めなくてはという思いを新たにしました。

廃校となった校舎を活用したコミュ
ニティーセンター内に設置された長
閑な環境の西成田教室。

20年前から地域スポーツクラブと
連携してきた栗原市立志波姫中学
校。

平成7年のふくしま国体のメイ
ン会場あづま総合運動公園は、
民間ボランティアと協力した地
域猫の取り組みも

宮本市長が慣れない手つきでホンモロコのムニエルを作っているところをパチリ

県でもお世話になった、元滋賀県総務部長の
森中たかふみさんと遭遇。福井すみこ市議と一
緒に、子育てのことなど意見交換させていただ
きました。

たくさんの子どもたちが参加していて、
本当にいい光景だなぁとつくづく(^^)

年末恒例。今年も11臼つ
きました。返し手修行も何
年目か。まだまだですが、
少しは上達したかな?!

守山の冬の風物詩。今年も無事に点灯しました。
中洲学区も世帯数が増えて1000軒を越えたと
いう嬉しい報告もありました!

県議会を代表して、
一言ご挨拶と、灯の
点灯式のスイッチを押
させていただきまし
た。素敵な竹灯籠の
回廊、じっくりと見せ
ていただきました。

元県総務部長の森中たかふみさんも20キロ完走。
さすが、43歳 !若いです!!

県民参画委員会で滋賀大教育学部を訪れ、学生たちと意見交換させ
ていただきました。教職への不安として、口々に「多忙」という言葉
があがり、教職員の働く現場をよりよくしていくための取り組みの必要
性を新ためて実感しました。

立田町おたのしみ抽選会

グランドメゾン
お餅つき

守山ハーフマラソン

中洲ふれあいの灯

もりやまエコフェスタ 2022 守山学区民のつどいにて

秋の夕べ　 森のつどい
～光と音のシンフォニー～

委員長として、委員会審議だけでなく、3年ぶりとなる県外調査や、
県民参画委員会などに取り組みました!

もりやま冬ホタル

福井すみこ市議、連合の仲間の
みなさんと労働相談の街頭活動。

滋賀ダイハツアリーナ
開館記念式典




